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（極めて⾼い⽔準で達成している） （⾼い⽔準で達成している） （標準的な⽔準で達成している）（最低限の⽔準で達成している）
（未達成である）

1つでもあてはまれば不合格

1
タイポグラフィ分野の専⾨
知識を⾝に付けることがで
きる（C-2）

タイポグラフィ分野の専⾨
知識を⼈に説明できるレベ
ルで⾝に付けることができ
る

タイポグラフィ分野の専⾨
知識を⾝に付けることがで
きる

タイポグラフィ分野の専⾨
知識を概ね⾝に付けること
ができる

タイポグラフィ分野に関す
る最低限の専⾨知識を⾝に
付けることができる

タイポグラフィ分野に関す
る最低限の専⾨知識を⾝に
付けることができない

2

ロゴタイプ・タイプフェイ
ス等の制作実践を通して造
形的感覚と技能を⾼める
ことができる（C-2）

ロゴタイプ・タイプフェイ
ス等の制作実践を通して造
形的感覚と技能を⾼め、⾼
いレベルで作品制作に反映
することができる

ロゴタイプ・タイプフェイ
ス等の制作実践を通して造
形的感覚と技能を⾼め、作
品制作に反映することがで
きる

ロゴタイプ・タイプフェイ
ス等の制作実践を通して造
形的感覚と技能を⾼めるこ
とができる

ロゴタイプ・タイプフェイ
ス等の制作実践を通して基
礎的な造形的感覚と技能を
⾼めることができる

ロゴタイプ・タイプフェイ
ス等の制作実践を通して基
礎的な造形的感覚と技能を
⾼めることができない

3

コンピュータを使⽤したタ
イポグラフィの表現技術、
及び組版のオペレーショ
ン技術を修得できる（C-
2）

コンピュータを使⽤したタ
イポグラフィの表現技術、
及び組版のオペレーショ
ン技術を修得し、⾼いレベ
ルで作品制作に反映するこ
とができる

コンピュータを使⽤したタ
イポグラフィの表現技術、
及び組版のオペレーショ
ン技術を修得し、作品制作
に反映することができる

コンピュータを使⽤したタ
イポグラフィの表現技術、
及び組版のオペレーショ
ン技術を概ね修得できる

コンピュータを使⽤したタ
イポグラフィの表現技術、
及び組版のオペレーショ
ン技術の基礎を修得できる

コンピュータを使⽤したタ
イポグラフィの表現技術、
及び組版のオペレーショ
ン技術の基礎を修得できな
い

評価基準

到達⽬標No.

科⽬名：タイポグラフィ演習Ⅱ 


